
円滑で活発な議会運営をめざして

真室川町議会運用例改正新旧対照表（改正箇所のみ抜粋と一部説明）

旧 新

議会会議規則・議会運用例を見直し

第１章　総　　則
（議席）
8.一般選挙後の最初の会議における仮議席は、議員協議会
において、あらかじめ議員歴及び生年月日順で定めたとお
りとし、臨時議長が指定する。
（追加）
10.議長の議席を最終番、その前番を副議長の議席とする。

第４章　選　　挙
（選挙の方法）
3.正副議長選挙において、　　　　　　　議長に立候補し
た者は、副議長に立候補することができない。

4.副議長の任期については、２年とする。ただし、再任を
妨げない。

第８章　委 員 会
2.議長は、特別委員にならないものとする。

（予算・決算特別委員会正副委員長の選考基準）
8.議員歴２期以上の委員の中から選任するを削除し、議会
選出の監査委員は、決算に係る特別委員会の委員にならな
いものとするを追加。

第９章　請　願（陳　情）
1.議長は、請願の紹介議員にならないものとする。
また、当該事項を所管する委員会の委員長についても同様
とする。

第１３章　その他
4.各種会議等に出席する場合の議長代理の順位は、副議長、
議会運営委員長、関係委員会の委員長、同副委員長の順と
する。
（追加）
5.各種会議等に出席する場合の議員の席及び紹介の順番は、
議長、副議長、議会運営委員長、総務文教常任委員長、産
業福祉常任委員長並びに議員歴及び五十音順で定めたとお
りとする。
7.議会の議員として、または議会の代表として出席した場
合は、その結果を議長に報告し、議員協議会若しくは全員
協議会にて報告するものとする。ただし、監査委員は除く。

附　則
○この内規は、平成24年２月21日に一部改正し、同日か
ら運用する。
　ただし、第１章総則８及び10の規定は、次の一般選挙
後最初の会議から運用する。

第１章　総　　則
（議席）
8.一般選挙後の最初の会議における仮議席は、議員協議会
において、あらかじめ議員歴及び五十音順で定めたとおり
とし、臨時議長が指定する。

第４章　選　　挙
（選挙の方法）
3.正副議長選挙において、申し合わせにより、議長に立候
補した者は、副議長に立候補することができない。

4.副議長の任期については、申し合わせにより２年とする。
なお、事前投票等により同一人物が選任された場合は、辞
職願いは提出しなくてもよいものとする。

第８章　委 員 会
2.議長は、特別委員にならないのを原則とする。

（予算・決算特別委員会正副委員長の選考基準）
8.議員歴２期以上の委員の中から選任する。

第９章　請　願（陳　情）
1.議長及び副議長は、請願の紹介議員にならないのが原則
である。
　また、当該事項を所管する委員会の委員長、副委員長に
ついても同様とする。

第１３章　その他
4.各種会議等に出席する場合の議長代理の順位は、原則と
　して副議長、関係委員会の委員長、同副委員長の順とする。

6.議会の議員として、または議会の代表として出席した場
合は、その結果を議長に報告するものとする。ただし、監
査委員は除く。

真室川町議会会議規則改正新旧対照表（改正箇所のみ抜粋）

旧 新

（一般質問の再質問回数を時間内無制限とした）

第6章　発言
(準用規定)
第63条　質問については、 第59
条((質疑又は討論の終結))第1項の規定を準用する。

第6章　発言
(準用規定)
第63条　質問については、第55条((質疑の回数))及び第59
条((質疑又は討論の終結))第1項の規定を準用する。

（削　除）

（削　除）

議会会議規則・議会運用例を見直し
議員大友又治

議
員

　食
育
・
地
産
地
消
推

進
計
画
の
成
果
と
今
後
の
課

題
は
。

町
長

　平
成
19
年
度
に
食
育

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、「
真

室
川
町
食
育
推
進
計
画
」
を

策
定
し
た
。

　現
状
を
把
握
し
な
が
ら
課

題
を
捉
え
、
５
カ
年
計
画
と

し
て
、「
食
育
」、「
家
族
団

ら
ん
の
日
」
及
び
「
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
の
認
知
度

向
上
や
、
朝
食
欠
食
率
の
減

少
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地

場
産
物
利
用
の
品
目
増
な
ど

を
数
値
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標
に
か
か
げ
、
関

係
機
関
で
相
互
に
連
携
し
食

育
を
推
進
し
て
き
た
。

　「
食
育
」、「
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
」
及
び
「
家
族
団

ら
ん
の
日
」
に
対
す
る
小
学

生
及
び
中
学
生
の
認
知
度
は

高
ま
っ
て
い
る
が
、
成
人
の

認
知
度
が
未
だ
低
く
、
大
人

の
食
育
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

議
員

　次
期
計
画
の
数
値
目

標
と
具
体
的
施
策
は
。

町
長

　平
成
24
年
度
以
降
５

カ
年
の
数
値
目
標
は
、

①
週
に
３
日
以
上
の
朝
食
欠

食
率
現
状
の
小
学
６
年
生
4.6

％
、
中
学
３
年
生
9.7
％
、
大

人
9.6
％
を
現
状
の
半
減
に

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
該
当
者
14
・
７
％
を
10

％
以
下
に

③
学
校
給
食
地
場
産
物
利
用

品
目
29
品
目
を
35
品
目
に

④
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の

普
及
率
25
・
０
％
を
50
％
以

上
に

⑤
家
族
団
ら
ん
の
日
の
普
及

割
合
13
・
４
％
を
50
％
以
上

に⑥
食
育
の
認
知
割
合
53
・
６

％
を
70
％
以
上
に

で
あ
る
。

具
体
的
施
策
は
、

①
食
に
よ
る
健
康
づ
く
り

②
地
産
地
消
と
安
全
・
安
心

な
食

③
食
文
化
を
継
承
し
も
て
な

し
の
心
「
あ
が
ら
し
ゃ
れ
」

を
未
来
に
つ
な
ぐ

④
食
を
楽
し
み
、
食
に
感
謝

す
る

⑤
生
産
者
と
消
費
者
、
食
品

加
工
業
者
等
と
の
共
感
関
係

の
構
築
及
び
６
次
産
業
化
の

推
進

を
柱
に
、
食
育
と
地
産
地
消

を
一
体
的
に
推
進
す
る
。

議
員

　計
画
素
案
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
公
表
の
考
え
は
。

町
長

　今
回
の
計
画
改
訂
も
、

町
民
の
現
状
課
題
を
把
握
の

た
め
に
小
学
生
、
中
学
生
、

各
年
代
別
の
成
人
を
対
象
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
町
民
を
代
表
す
る
関
係

機
関
等
の
中
で
そ
の
内
容
を

審
議
い
た
だ
い
た
。

　今
後
は
、
当
計
画
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す

る
と
と
も
に
、
家
庭
、
職
場

や
学
校
、
子
供
園
と
い
っ
た

関
係
機
関
に
も
呼
び
か
け
し
、

様
々
な
取
組
等
を
周
知
し
、

町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
町
の

食
育
・
地
産
地
消
を
推
進
し

て
い
く
。

議
員

　食
の
安
全
・
安
心
の

確
保
は
。

町
長

　食
の
安
全
・
安
心
は
、

残
留
農
薬
検
出
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、

遺
伝
子
組
み
換
え

食
品
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
食
品

の
偽
装
表
示
、
食

中
毒
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
発
生
し

て
い
る
。

　福
島
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ

る
セ
シ
ウ
ム
問
題

に
よ
り
、
県
内
の

一
部
自
治
体
で
小

中
学
校
の
給
食
の

放
射
性
物
質
検
査
を
行
っ
て

い
る
。

当
町
は
検
査
が
任
意
と
い
う

こ
と
で
実
施
し
て
い
な
い
。

　県
な
ど
の
検
査
結
果
等
で
、

安
全
が
確
認
さ
れ
た
食
材
を

購
入
し
て
お
り
、
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

給
食
食
材
は
、
県
産
物
、
町

産
物
が
中
心
で
あ
り
、
今
後

と
も
地
産
地
消
に
取
り
組
み

た
い
。

一

般

質

問

健
や
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
に「
食
育
」の
推
進
を

町
長

｜
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
食
育
・
地
産
地
消
を
進
め
る
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